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研究の説明  

１ 研究の目的・意義・予測される研究の成果等 

 患者さんがさい帯血を移植したことにより、副作用を発症する場合があります。そ

れらの副作用に関する情報は、造血幹細胞提供支援機関である日本赤十字社へ収集

され移植医療機関へ移植時の注意事項として情報を提供しています。しかし、さい帯

血移植による副作用の症状に関しては明確な基準がなく、症状やその程度等につい

てはそれぞれ医師の判断によるものとなっています。近年、さい帯血移植の実施件数

が増えてきていますが、移植による副作用については、まだ十分な調査がなされてい

ません。副作用の調査を行うにあたり、先ずは現在の副作用の状況を把握し、今後集

計していくための基準を定める必要があります。これらの集計の結果は、移植を行う

医療機関へ情報提供し、共有することで今後の安全な移植へ繋げていくことを目的

としています。 

 

２ 使用する情報の項目 

   2014年度から 2018年度にかけて発生したさい帯血移植副作用（アレルギー反応や

血液低下など）の情報 

 

３ 共同研究機関及びその研究責任者氏名 

 ①研究機関： 一般社団法人 中部さい帯血バンク 

  研究責任者（職･氏名）： 調製保存部長・松本加代子   

 ②研究機関： 特定非営利活動法人 兵庫さい帯血バンク 

  研究責任者（職･氏名）： 管理監督技術者 甲斐 俊朗   

 

４ 研究方法 

ヒト遺伝子解析： ■ 行いません。  □ 行います。 

《研究方法》 

 移植医療機関からさい帯血バンクを通して日本赤十字社へ報告があった副作用症

例について、国際輸血学会（ISBT）での輸血副作用に関する基準と米国の国立がん

研究所（NCI）が示している有害事象共通用語規準(CTCAE)に従い、再度副作用の分



 

類を行います。それらの結果を、さい帯血バンクにおいて移植医療機関の報告と照ら

し合わせ、妥当であるかを確認します。それらの結果を再集計し、現在の状況の確認

を確認します。また、集計の結果を基に、さい帯血移植副作用の基準を作成します。

なお、集計及び結果の公表の際には個人情報とは切り離し、個人が特定できない形式

で行います。 

 

５ 研究使用の停止について 

 2019 年 9 月 28 日までにご連絡いただいた場合、集計前であり、個人が特定でき

るため、使用の撤回を受け付けることが可能です。 

 

６ 上記５を受け付ける方法 

 下記の連絡先までお問い合わせください。 

 

本研究に関する問い合わせ先 

所属 日本赤十字社 血液事業本部 中央血液研究所 研究開発部 

担当者 主査 橋本 志歩 

電話 03-5534-7508 


